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問合せ: 工学研究科 世界展開力強化事業事務局 (内 2799) 

講演概要：「グローバリゼーション」、この言葉は近年多くの分野で耳にします。世界は

IT や物流技術の発達により、ますますフラット化し、資本は次の有望なマーケットを狙

い世界を駆け巡ります。こうした状況の中、国外の大学ではグローバリゼーションの

波を受け、人材の世界的流動が始まっています。これからの皆さんの将来のキャリア

を考えたときに、世界で通用し、活躍する理系人材になるにはどうすれば良いでしょう

か。その選択肢の一つとして、学生の皆さんに米国大学院留学をお勧めします。この

セミナーは、私個人のスタンフォード大学留学の経験と、ミシガン大学で教鞭を執って

いる経験から、米国の大学院での学位取得と将来のキャリアパスなどをお話します。

また学生の皆さんからの留学に関してのフランクな質問に対してもお答えします。 

 The 15th JUACEP Seminar 

第 15回名古屋大学日米協働教育プログラムセミナー 


